
―
近
鉄
大
阪
線
の
立
体
交
差
化

に
つ
い
て
―

問

近
鉄
大
阪
線
は
、
俊
徳
道

駅
の
南
側
か
ら
八
尾
市
域
界
ま

で
の
約
２
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
区
間
が
い
ま
だ
に
高
架
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
踏
切
を
往
来
す

る
近
鉄
長
瀬
駅
、
弥
刀
駅
周
辺

の
住
民
の
方
の
多
く
が
不
便
を

感
じ
て
い
る
。
特
に
弥
刀
第
２

号
踏
切
は
、
道
幅
が
狭
い
上
に

勾
配
が
き
つ
く
、
す
ぐ
近
く
に

ス
ー
パ
ー
が
あ
る
た

め
、
踏
切
付
近
で
は

通
行
人
、
自
転
車
、

車
で
か
な
り
混
雑
す

る
時
間
帯
が
あ
り
、

非
常
に
危
険
な
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
近
鉄
長
瀬
駅
す

ぐ
西
側
の
俊
徳
道
第

５
号
踏
切
は
、
平
成

２９
年
に
国
土
交
通
省

か
ら
、
改
良
す
べ
き

踏
切
道
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

踏
切
事
故
や
交
通
渋

滞
の
解
消
の
た
め
に
立
体
交
差

事
業
を
早
急
に
推
進
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

副
技
監

大
き
な
課
題
が
３
点

あ
り
、
ま
ず
、
５００
億
円
を
超
え

る
と
推
測
さ
れ
る
総
事
業
費
で

あ
り
、
本
市
の
負
担
額
も
多
額

と
な
る
こ
と
。
第
２
に
、
府
道

と
の
交
差
が
な
い
た
め
、
制
度

上
、
大
阪
府
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
。
第

３
に
、
人
口
及
び
交
通
量
の
減

少
な
ど
に
伴
い
、
連
続
立
体
交

差
事
業
単
体
で
は
国
が
求
め
る

費
用
対
効
果
を
得
る
こ
と
が
難

し
く
、
街
路
事
業
な
ど
他
事
業

も
併
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
に

事
業
に
つ
い
て
―

問

整
備
の
推
進
に
当
た
り
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
で
整
備
を

実
施
し
た
際
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
活
用
が
で
き
た
場

合
の
概
算
事
業
費
と
、
本
市
の

財
政
負
担
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
今
回
の
体
育
館
空
調
設

備
整
備
と
併
せ
て
、
外
壁
や
屋

根
等
の
改
修
も
行
う
と
仄
聞
し

て
い
る
が
、
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
整

備
し
た
際
の
概
算
事
業
費
は
現

時
点
で
約
８７
億
円
、
本
市
の
財

政
負
担
額
は
約
４９
億
円
に
な
る

と
試
算
し
て
い
る
。
事
業
全
体

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に

事
業
者
を
決
定
し
、
令
和
５
年

度
に
中
学
校
、
高
校
、
教
育
セ

あ
る
が
、
外
壁
や
屋
根
防
水
等

の
改
修
の
み
、
一
部
の
小
学
校

に
お
い
て
令
和
７
年
度
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

―
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
―

問

本
市
で
は
、
９
月
よ
り
大

阪
府
内
で
初
め
て
子
供
た
ち
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め

る
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、

市
立
小
学
校
及
び
義
務
教
育
学

校
前
期
課
程
に
配
置
し
た
。
一

方
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

児
童
が
通
行
す
る
道
路
で
あ
る

と
分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

緑
色
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
や
、
車
道
に
設
け
ら

れ
た
歩
行
者
な
ど
が
通
行
す
る

た
め
の
エ
リ
ア
で
あ
る
路
側
帯

な
ど
は
、
低
コ
ス
ト
で
子
供
の

安
全
を
守
れ
る
が
、
設
置
に
つ

い
て
他
部
局
や
所
管
の
警
察
と

連
携
を
と
れ
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長

通
学
路
の
交
通
安

連
携
を
維
持
し
て
い
く
。

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
―

問

本
市
に
は
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
約
２
万
９
０
０

０
人
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観

点
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

本
市
に
は
日
本
初
の
屋
外
専
用

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ト
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
施
設

を
持
つ
本
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員

や
市
全
体
が
、
違
い
を
持
っ
た

方
の
環
境
に
配
慮
す
る
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
を
持
つ
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

職
員
研
修
な
ど
の

機
会
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
ま
た
が
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
全
庁
的
に
共
有
で

き
る
よ
う
、
庁
内
関
係
部
局
と

連
携
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

立体交差化が望まれている長瀬駅の踏切―
い
じ
め
自
死
事
件
に

つ
い
て
―

問

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
１２
名
の
い
じ
め
認
知
だ
が
、

学
校
か
ら
市
教
委
へ
の
報
告
は

０
だ
っ
た
。
生
徒
か
ら
の
報
告

数
と
学
校
の
認
知
数
と
理
由
の

報
告
に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

教
育
次
長

認
知
漏
れ
の
な
い

よ
う
指
導
す
る
。

問

事
件
は
、
当
該
生
徒
が
支

援
を
必
要
と
し
て
い
た
の
に
、

教
員
の
誤
っ
た
認
識
の
も
と
で

合
理
的
配
慮
が
欠
け
て
い
た
。

配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
全
員

の
個
別
支
援
を
医
師
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
保
護
者
の
意
見
を
踏

ま
え
作
成
・
共
有
化
し
て
行
う

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

教
育
次
長

専
門
家
や
保
護
者

と
の
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う

指
導
計
画
作
成
を
求
め
た
。
反

省
を
生
か
し
て
い
く
。

問

事
件
の
背
景
に
教
員
の
多

忙
化
と
教
員
未
配
置
問
題
が
あ

る
。
年
度
当
初
で
１０
名
近
く
、

現
時
点
で
２３
名
の
教
員
が
未
配

置
。
府
下
で
１７０
名
を
超
え
る
教

員
が
不
足
。

法
に
基
づ
く

教
員
配
置
が

な
さ
れ
て
い

な
い
の
は
大

問
題
。
非
正

規
教
員
の
増

加
は
既
に
１０

年
前
の
大
津

市
い
じ
め
自

死
事
件
調
査

で
も
問
題
が

指
摘
さ
れ
て

い
る
。
府
市
の
教
育
委
員
会
の

責
任
だ
が
ど
う
か
。

教
育
長

教
員
多
忙
は
大
き
な

問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
人
材

難
は
待
遇
も
改
善
し
な
い
と
充

足
で
き
な
い
。
府
に
、
よ
り
強

く
働
き
か
け
て
い
く
。

―
学
校
な
ど
公
共
施
設
へ
の

生
理
用
品
配
置
に
つ
い
て
―

問

必
要
な
と
き
手
元
に
届
く

よ
う
、
保
健
室
だ
け
で
な
く
学

校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配

置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長

実
態
の
把
握

に
つ
と
め
、
児
童
生
徒
に
必
要

な
生
理
用
品
が
届
く
よ
う
支
援

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
（
泉
大
津
市
）

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

日

本

共

産

党

代
表
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

嶋
倉
久
美
子

近

鉄

長

瀬

駅

と

弥

刀

駅

の

踏

切

は

喫

緊

の

課

題

!

い
じ
め
解
決
の
た
め
に
も
教
員
不
足
解
消
を
!

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

を

す

す

め

よ

!

東 大 阪 市 議令和４年２月１５日（５）


